
平 成 ２９年 度 鴨 川 市 文 化 財 保 護 審 議 会

平成３０年３月２０日 午後２時００分

鴨川市文化財センター 学習室

１．開 会

２．あいさつ

３．議 件

（１）市指定文化財の候補について

１．「嶺岡牧大浦木戸周辺の野馬土手」

２．「房州峯岡山野絵図・房州朝夷郡柱木野絵図」

３．その他の指定候補

（２）その他

報 告

１．「誕生寺祖師堂」の指定

２．伊八ツアーの催行

３．国指定特別天然記念物「鯛の浦タイ生息地」の現状変更

４．清澄寺中門の屋根の改修工事について

５．日本遺産の申請について

６．企画展「彫物大工・廻塚の伊八、その実像を探る」の開催

その他

４．閉 会



鴨 川 市 文 化 財 保 護 審 議 会 委 員 名 簿

任期：平成２９年４月１日～平成３１年３月３１日

氏 名 住 所 生年月日 分 野 備 考

渡邉 宏
有形文化財

（建築）
元明石工業高等専門学校教師 副会長

松原智美
有形文化財

（仏教美術）

中野区文化財保護審議委員

津田塾大学非常勤講師

佐藤恵重 有形文化財
元安房博物館上席研究員

元長狭中学校長

小谷善親 有形文化財
元小湊小学校長

善龍寺住職
会長

杉山春信 埋蔵文化財
元鴨川市遺跡調査会

主任調査員 陶芸家

富樫辰也 記念物（海洋）
千葉大学海洋バイオシステム

研究センター 教授

石橋整司 記念物（植物）
東京大学大学院農学生命科

附属演習林 林長



鴨川市文化財の保護に関する条例（抜粋）

第４章 文化財保護審議会

（設置）

第２４条 教育委員会の諮問に応じて、文化財の保存及び活用に関する重要事項について調査審議し、

並びにこれらの事項に関して教育委員会に建議するため、法第１９０条第１項の規定により鴨川市文

化財保護審議会（以下「審議会」という。）を置く。

（組織）

第２５条 審議会は、委員１０人以内で組織する。

２ 委員は、識見を有する者のうちから教育委員会が委嘱する。

３ 審議会に、会長及び副会長各一人を置き、委員の互選により定める。

４ 会長は、審議会を代表し、会務を総理する。

５ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職務を代理す

る。

（任期）

第２６条 委員の任期は、２年とする。

２ 補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。

（議事）

第２７条 審議会の会議は、会長が招集し、議長となる。

２ 審議会は、委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。

３ 審議会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、会長の決するところ

による。



３．議件

（１）市指定文化財の候補について

１．「嶺岡牧大浦木戸周辺の野馬土手」（市指定史跡）

※別紙資料１・２参照

２．「房州峯岡山野絵図・房州朝夷郡柱木野絵図」（市指定有形文化財）

※別紙資料３参照

今後の指定に向けた手続きのスケジュール（予定）

・８月 教育委員会から文化財保護審議委員会へ、文化財指定の可否に関する諮問

・９/１０月 文化財保護審議会にて指定の可否について審議 教育委員会へ答申

・１２月 教育委員会議にて指定の決定 告示

・３１年１月 広報かもがわや報道関係に周知

３．その他の指定候補

※別紙資料４参照

（２）その他

報告

１．「誕生寺祖師堂 附・指図、棟札、奉納額」

平成２９年１１月１８日 鴨川市指定有形文化財に指定

２．伊八ツアーの催行

都内の旅行会社主催による、鴨川市といすみ市に所在する初代伊八作品を巡るツ

アーが催行された。２泊３日で鴨川に連泊。

○平成２９年７月６日（木）７日（金）郷土資料館 鴨川市内 参加者４名

また、木更津、君津、南房総市の伊八を巡るツアーが２回催行された。

２泊３日で館山に連泊

○平成２９年１０月２３日（月）南房総市 参加者７人

○平成２９年１０月３０日（月）南房総市 参加者５人

※来年度も同様のツアーを催行の予定。



３．国指定特別天然記念物「鯛の浦タイ生息地」の現状変更

「鯛の浦タイ生息地」の範囲内の遊歩道の落石防護柵内に堆積した土石を除去し、

見学者の利便性の向上と安全確保を目的とした作業の実施。

平成２９年８月１５日 関東森林管理局長より現状変更の許可申請

平成２９年９月１５日 文化庁長官より同意

平成３０年２月９日 関東森林管理局長より完了報告

※別紙資料５参照

４．清澄寺中門の屋根の改修工事について

平成１５年度に実施した屋根の葺き替え工事以降、茅葺きの状態が悪化し、

このまま放置すれば、構造部分に雨漏りによる損傷が及ぶおそれがあることか

ら、平成２９年度の県の補助事業として、清澄寺中門の改修工事を実施。

平成３０年３月初旬から工事を始め、３月末に終了する予定。

総 事 業 費 ６，８６８，８００円

県 補 助 金 ３，４００，０００円

市 補 助 金 １，２００，０００円

所有者負担 ２，２６８，８００円

※別紙資料６参照

５．日本遺産の申請について

房総の「４つの海」

干潟・交流・荒波・砂浜の４つの海を巡る歴史文化と景観・恵みの旅

○日本遺産 文化庁が平成２７年度から取り組むプロジェクトで、文化遺産を

組み合わせたストーリーを国が認定し、文化財の活用、観光、地域振興に役

立てようとするもの。

千葉県が中心となり、１１市町が申請者となって、平成３０年２月上旬に文

化庁に申請書を提出した。

４月下旬に認定結果が公表される予定。

本市内の構成文化財は「鯛ノ浦のタイ生息地」「仁右衛門島」「鴨川松島」

「魚見塚(嶺岡山系を含む）」
日本遺産に認定されれば、１１市町で協議会を組織し、原則３年間の補助事業

を実施し、ストーリーに基づいた地域活性化と観光振興に資する取り組みを

行うことが求められる。

※別紙資料７参照



６．企画展「彫物大工・廻塚の伊八、その実像を探る」の開催

昭和⒋年に発行された「日本木彫史」に記載された「廻塚の伊八」という呼称

をタイトルに用い、これまで「波の伊八」の名で固定化されつつあった伊八の

イメージを、最新の研究成果を踏まえて、新たな視点から問い直すことを趣旨

として開催。

会 期：平成２９年１２月１５日（土）

～３０年３月１１日（日）※７０日間

場 所：文化財センター展示室

展示内容：初代伊八作の可能性のある鳳凰（木更津市八劔八幡神社所蔵・

初公開）をはじめ、初代から四代の伊八の作品など１９点を

展示。

入 館 者：３，０８９名（市内６７９名 市外２，４１０名）

関連催事：展覧会解説講座２回開催 ７４名（市内３８名 市外３６名）

会期中、クラブツーリズムの伊八ツアーが３回催行され、合計５７名が来館

した。また、JR大人の休日倶楽部で郷土資料館が紹介され、今後５から６回
程度、伊八ツアーが催行される予定。



鴨川市指定文化財候補詳細

１．名 称 「嶺岡牧大浦木戸周辺の野馬土手（仮称）」

２．所 在 地 鴨川市貝渚３３１０ 鴨川市一戦場公園

３．指定種別 鴨川市指定史跡

４．所 有 者 鴨川市

５．管 理 者 鴨川市

６．範 囲 一戦場公園内の市所有公有地内

７．特 徴 「嶺岡牧」は、「小金牧」と「佐倉牧」とともに千葉県内に所在した

三つの江戸幕府直轄の牧の一つであり、そのもともとの発祥は明らか

ではないが、平安時代の「延喜式」に記録された安房国の官営の牧で

ある「白浜牧」「鈖師牧（おのしのまき）」のいずれかにつながる可能

性も否定できない。

県内最高峰の愛宕山（標高４０８ｍ）を含む嶺岡山系全体を、いつ

の時代から牧に活用するようになったかについても不明だが、安房を

治めた里見氏の時代に整備された牧が、「嶺岡牧」の直接的な起源で

あるものと考えられる。その牧は里見氏が慶長１９年（１６１４）に

国替えとなった後は、幕府の管理下に置かれ、代官の預かりとなった。

元禄１０年（１６９７）には幕府の馬方によって、野馬捕りが行われ

たことが「徳川實記」に記録されている。

江戸幕府八代将軍・徳川吉宗の時代、享保７年（１７２２）に再整

備され、当初は西牧と東牧の二牧であったが、享保１１年（１７２６）

には南房総市域の柱木牧が開かれ、三牧となり、総面積は１７６２町

歩（１，７４７ヘクタール）になった。翌年には西牧と東牧をそれぞ

れ二つに分け、「西一牧」「西二牧」「東上牧」「東下牧」「柱木牧」の

五牧となった。

享保１２年には、白牛３頭の放牧も始まり、その牛乳から「白牛酪」

と呼ばれる製品が製造されたことから、「嶺岡牧」は日本の酪農発祥

の地として位置づけられている。

一戦場公園内に残る野馬土手は、東西およそ１５ｋｍ以上にわたっ

て広がる「嶺岡牧」の最も東に位置する「東下牧」の東端に所在し、

貝渚村との境となっていた土手である。この場所は「嶺岡牧」の範囲

では最も海に近い場所にあり、磯村や大浦方面と往来する出入りの木



戸「大浦木戸」が設けられていたと伝えられている。

この土手は、市民に親しまれている一戦場公園内に所在し、比較的

良好な状態で残っていることから、「嶺岡牧」の遺構の中でも最もよ

く市民の目に触れる状態にあり、「嶺岡牧」の最東端の場所を示す遺

構として貴重な価値を有している。







鴨川市指定文化財候補詳細

１．名 称 「房州峯岡山野絵図・房州朝夷郡柱木野絵図」

２．員 数 絵図二枚

３．指定種別 鴨川市指定有形文化財

４．所 有 者 石井 浩

５．寸 法 房州峯岡山野絵図 縦１２２０×横２７３５mm
房州朝夷郡柱木野絵図 縦８９５×横８１３mm

６．年 代 享保１０年（１７２５）頃

７．特 徴 江戸幕府直轄の牧、「嶺岡牧」の全体像を示す江戸時代の資料とし

ては貴重な絵図。牧の管理を担った牧士の家系である坂東の石井家に

所蔵され、良好な状態で保存されている。

享保７年（１７２２）から牧士を務めた「石井孫左衛門」の名が記

されている点、絵図の内容が、享保１１年に嶺岡牧」が「西一牧」「西

二牧」「東上牧」「東下牧」の四牧に分けて管理される以前の状況を記

録していると判断される点を勘案すると、この絵図は享保７年から

１０年頃の間に製作されたものと推測される。

現在、この二枚の絵図は分割されているが、両方の絵図に描かれた

曽呂川の位置関係から、もともとは一枚の大きな絵図に嶺岡と柱木の

両牧が描かれていたものとも推測される。

また、「石井孫左衛門控」と記されていることから、この絵図二点

はオリジナルではなく、もともとあった一枚の絵図を「嶺岡牧」と「柱

木牧」に分けて写したものと考えられる。おそらくオリジナルの絵図

は、幕府が管理していたと推測されるが、その絵図が現在まで伝存し

ているか否かは不明である。

以上の点から、この二枚の絵図は、八代将軍・徳川吉宗の時代、享

保１０年前後、「嶺岡牧」が幕府直轄牧として再整備された当初の全

体像を現代に伝える貴重な資料として、高い価値を有している。

８．詳 細 「房州峯岡山野絵図」

○牧の範囲内には、高低や形状など様々な山（丘）が描かれ、その多

くに呼称が記されている。

○牧の境界線上には、隣接する村々（野付村）の境となる地点が赤い



点で示されている。

○野馬の水呑み場となる場所が、大小様々な青色の円形で５８ヶ所

示されている。

○野馬を捕獲するための施設「馬捕り場」が西牧・東牧にそれぞれ

１ヶ所ずつ設けられている。

○周囲の村から牧へ入る経路及び牧の範囲内の道筋が赤色の線で

記されている。

○牧の範囲内から流れ出る小川や沢が青色の線で記されている。

○牧の維持と管理のための労役を担う周囲５４ヶ村の村名と石高

が楕円形の中に記されている。

○嶺岡牧の北に加茂川、南に曽呂川が記されている。

「房州朝夷郡柱木野絵図

○牧の範囲内には、高低や形状など様々な山（丘）が描かれ、その

多くに呼称が記されている。

○牧の境界線上には、隣接する村々（野付村）の境となる地点が赤

い点で示されている。

○周囲の村から牧へ入る経路及び牧の範囲内の道筋が赤色の線で

記されている。

○牧の範囲内から流れ出る小川や沢が青色の線で記されている。

○牧の維持と管理のための労役を担う周囲１３ヶ村の村名と石高

が楕円形の中に記されている。

○野馬を捕獲するための施設「馬捕り場」の位置は記されていない。

○野馬の水呑み場としては、２ヶ所が示されている。

○牧の東北に曽呂川が、西に丸山川が記されている。

○曽呂川の南に、独立峰として「鷹鶴山」(高鶴山）が描かれてい
る。





市指定文化財候補

名称 所有(管理)者 年代 備考

嶺岡山野絵図 石井浩 （江戸）

嶺岡牧野馬土手 鴨川市 不詳 一戦場公園付近一部

＜彫刻＞

名称 所有(管理)者 年代 備考

心厳寺本堂の彫刻 心厳寺 不詳 初代伊八

＜絵画＞

名称 所有(管理)者 年代 備考

絹本着色胎蔵界曼荼羅 鴨川市 （室町） 成就院旧所有

絹本着色金剛界曼荼羅 鴨川市 （室町） 成就院旧所有

絹本墨画淡彩矜羯羅童子像 鴨川市 （南北朝） 成就院旧所有

絹本墨画淡彩不動明王像 鴨川市 （南北朝） 成就院旧所有

＜書跡＞

名称 所有(管理)者 年代 備考

山名智兼等連署佐野寺別当職補任状 鴨川市 1383年 成就院文書

鎌倉府執事カ奉書 鴨川市 1393年 成就院文書

版籍返上被仰付候事 鴨川市 (1869年) 西尾家文書

花房藩知事被仰付候事 鴨川市 1869年 西尾家文書

花房藩知事免本官 鴨川市 1871年 西尾家文書

　嶺岡牧関連
















